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　「持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development Goals）」は、2015 年に国連で採択された、

2030 年までに世界中の人々が協力して取り組むべき 17 の目標です。環境や福祉、教育、平和など、私た

ちの暮らしに深く関わる課題を解決し、誰一人取り残さない未来を目指しています。本特集では、SDGs を

紹介するとともに、高鍋町が住み続けられるまちづくりのために取り組んでいく姿をお伝えします。

高鍋町立わかば保育園のみんなが教えてくれました みんなで取り組んでみよう！こんなことも SDGs だよ！
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食べものはなんでも
残さず食べる

おばあちゃんの家で
野菜を育てて食べる

帰ってきたらまず
手洗いうがい

買い物するときは
エコバッグを用意

段ボールや　
トイレットペーパーの
芯でおもちゃを作る

冷房が入っている
ときはドアを閉める

海に遊びに行ったら
ゴミ拾いをする

SDGs の 17 のゴールにつ

いては、外務省ウェブサイ

トで詳細を確認できます。▼

高鍋町は SDGｓ未来都市へ
　今年７月、高鍋町は地方創生 SDGｓの達成に向け、優れた SDGs の取組を提案した地方自治体として

「SDGｓ未来都市」の選定を受けました。これからの高鍋町は、「先人の起業家精神を学び、ワカモノがＳ

ＤＧｓの考えを事業創出に繋げるまち」の実現に向けた取組を進めていきます。

2030 年のあるべき姿（目指す将来像）

　高鍋町は、第７代高鍋藩主・秋月種茂公が設立した藩校「明倫堂」に学び、

住友財閥の発展に尽力した鈴木馬左也をはじめ、社会性のある事業を成し遂げ

た多くの先人を輩出してきました。その精神を受け継ぎ、小中高一貫で社会に

貢献できる人材育成に取り組み、未来のリーダーを育てていきます。

先人たちの生き方に学ぶ人づくり ・ まちづくりを推進する町

　ブルーカーボン等を活かした起業家教育を推進し、環境・社会起業家の育成

を目指していきます。さらにふるさと納税を軸に地場産品活性化や地域商社設

立を進め、産官学金連携で新産業創出と若者の定着を図ります。
※ブルーカーボン：大気中の二酸化炭素が海洋生態系に吸収され、長期間にわたって海洋内に貯留
される炭素のこと。

新産業の創出と起業家を輩出する町

　ラグビー文化を生かした若者の育成に取り組みます。高校生がリーダーとな

り小中学生との信頼関係を築く研修を行い、町と若者の “ONE TEAM” を形成。

地域の若者の新しいスタンダードとして定着させ、持続的な人材育成を目指し

ます。

地域における担い手となるワカモノを、 スポーツを通じて育てる町

　町内２つの県立高校が連携し、地域との協働を進めます。高鍋駅を交流拠点

とし、蚊口浜周辺の活性化やオーガニックマルシェ等に関するイベントを展開。

高校生は総合学習を通じて地域課題を探究するなど、未来の担い手として積極

的に活動していきます。

高校生が地域課題を探究し、 自分ごととしてまちづくりに参画する町

　長年町民によるビーチクリーン活動が続けられてきた蚊口浜では、近年気候

変動の影響で天然牡蠣が採れなくなるなど環境変化が進んでいます。町は海の

環境回復を進めながら、牡蠣漁の復刻や環境保全、新産業づくりに取り組んで

いきます。
※ネイチャーポジティブ：生物多様性の損失を止め、自然を回復軌道に乗せること。

海洋環境を保全し、 生物多様性やネイチャーポジティブを実現する町

高鍋町の SDGｓの認知度と取組に関するアンケート（8月１８日～３１日にかけて町公式LINEアカウント上で実施、 回答者数416）



���

�������	
��
�������������������� !"#$
%#&'(�)	*�

�+,-./01�234567��8���9�%6 :;<=>
?8�@5AB��CD
��EFG

HIFJKLM6)	

�DN8O�%#PB�
M��QR�������4A-S�TUFVW<X*YZ�[\]F^_F�`�

a`�4Ab��6c<def gh;;;��ijk�%lm#nP��A !#o��(�)	pqr
s

k8�t
�buv�w��xyz*y{�|O}~AB���)������?C9�
�)�4���

�4B��k���B�?�����#���)	

���#�P��A����%4AyB��8 !#oQ9�KL���
[\�%#�C�56����

���k8 !���%l
���k�Q4�kB����f����P#����BC��� 1	¡¢

*£¤#¥����
¦#y)9�6��§¨©#bª
)C«�[¬­®
¯����P�)	

�[¬�°6±C%#�¡¢²�'�³8(
�
��EFGHIFJKL�9B4A�@���P�)	
´µ¶·¸¶¹º¶»¼½¾¿ÀÁÂÃÄÅÆÇ¶ÈÉÊË¸ÌÍÎÏÐÑÒÑÓÔÕÖ×ØÙÚÛÜÝÞß¾Ø

ßàáâãÕä¶åæÑÓÛßçàÏÞèÌÍ

éêëìíîïðëñòóôõö÷øëöùúûüýþøÿ�ö�����í�

�:�

��ë�	
öù��
�������ù����ëñòó��õ�
��ø

����-£?4�����<��H�TD��M# !C��a`�8O����"a##O}��$�

�j?��%#'���k8	7��8��D±d³!1&M	a`�8O��A'k(�8�)F*#+(�

,&#�k(Q¤6)	

�9�p�&-�D./012*���C9�26PC9�M	3p
$�4A ./01��Q45�,6#7��

a`�8O����8O��K�866PC9�#9��:;k�k8	

�D*���C9��±C�<M$��2345
�8�v��$�>���)	Dd�±O=��>6?@

#����CMDA������P�B4�#C)MD����dDE
*

vk�)CM��:;vB8�����6&'58F�*�>G�HI


9���k8F�6k8	JK�LAk�8
� ./01
'��CML�

±C9�
a`�8O���8O�N6�����P�)	

�?@#���OP�Q3#RC9��S!��8T�U6V3WX#'

�C9��D�O
*vk�Y#45C9���9Qk8Z[�Dz#b

ª
)CMD�#R�*CM���8 ./0\
�]^C9�_#`���

P�)	a�b
J
'58cd*uv���P��a`�8O�e�k

���86�bP�N
���)	fB�*����8��a`�8O²

�BC�fg#h5i³8(�bª�jHn
�����4�kB�~�	

klmmmnîopõð�qór�stuùvwxyz{|}z~��

�º���¶���È�Ê���à���¾�Ñ½���Ø���ËÃ�����¸Ñ������Í Ã¡�

¢£¤¥¶¦§¨©Ã¶ª«ª¾¬­®¯°±¶²³´��àã���¢µ¶¶�§ß·¢¸¹Û�¸ÌÍº¶

�Ã»¢Õ¼Ñ½¾¿ÏàÏ¢ÀÁ¼Âß·ÃèÌÍ



　長年にわたり地域の暮らしを支えてきた竹鳩橋ですが、老朽化により安全性や利便性の面で課題が生じて

います。町では今、より安心で快適な生活環境を目指し、架け替えに向けた取組を進めています。竹鳩橋の

現状と、これからの展望についてご紹介します。

　竹鳩橋は、高鍋町・木城町・川南町の３町を結ぶ社会経済・産業文化交流の重要な幹線であることから、

平成９年２月に３町の町長、議会、公民館連絡協議会等が集まり、竹鳩橋等整備促進期成同盟会を設立し、国・

県に整備要望を行ってきました。平成 22 年には竹鳩橋付近に東九州自動車道高鍋インターチェンジが開通

し、交通需要に応じた改良が求められてきましたが、実現しないまま現在に至ります。

　竹鳩橋は、昭和 34 年に建設された小丸川の南北を繋ぐ橋で、小丸大橋と高城橋（木城町）との中間に位

置しています。小丸川の水位が上昇したときは、橋が川の水面よりも低い位置となる潜水橋であることから、

地域では「もぐり橋」という別称で呼ばれています。
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　竹鳩橋は建設から 65 年が経過し、老朽化が進んで

います。近年増加する大雨による小丸川の増水で、

流出の危険性が高まっており、万一流されれば復旧

は極めて困難です。最悪の場合、橋の再建ができな

い可能性もあります。

　また、河川の水位が上昇した場合、竹鳩橋はその

水位よりも下位に位置することになるため、河川の

水の流れを妨げる障害物となってしまいます。

▲ 台風後の橋の様子

竹 鳩 橋 の 未 来 を 考 え る

〜 橋 が で き る 　 町 が 発 展 す る 〜

竹 鳩 橋 の 現 状

なぜ橋を架け替える必要があるのか

地域防災面での影響

28 年前に竹鳩橋等整備促進期成同盟会を結成、高鍋町発展の悲願

　竹鳩橋は有効幅員が約 2.9 メートル

と狭く、車両がすれ違うことができな

いため、通行者同士のマナーに基づき

相互通行をしているところですが、今

後見込まれる高齢運転者の増加も相

まって、このような形態での通行にお

ける事故発生のリスクが高まることが

予想されます。

　また、潜水橋という構造上、転落防止策はワイヤーロープを張る以外になく、過去には実際に転落事故も

発生しています。竹鳩橋は児童・生徒の通学路としても利用されており、車両通行時には避難帯で待機して

通行する必要があります。そのうえ、歩道がないため、歩行者は車道部分を通行せざるを得ず、歩道を備え

た一般道路に比べ事故の危険性が高くなっています。現在は、小学生については地元住民のご厚意により登

校に付き添っていただき、登校時の安全を確保しています。

　竹鳩橋の付近には宮崎県東児湯消防組合がありますが、火災発生時には消防車などの大型車両が竹鳩橋を

通行できないため、迂回を余儀なくされ、迅速な消火活動に支障をきたしています。橋の架け替えにより、

この状況が改善されるほか、東九州自動車道高鍋インターチェンジから市街地へのアクセス向上や、物流環

境の改善による地域産業の活性化などの効果も期待されています。

通行における危険性

安心・安全なまちづくりの推進と地域の活性化のために

▲ 橋から転落した車両 ▲避難帯で待機する児童

だけく

竹鳩橋架け替え事業のポイント
・南海トラフ地震等の大規模災害時には、避難や物資の供給に必要不可欠な橋

・多くの転落事故が発生し、尊い命が失われている危険な現状

・小中学生の通学路であり、多くの車が相互通行する交通の要所

・建設以来 65年が経過し、将来的に崩壊の危険性がある

・事業の効果（費用便益比）は 2.78 と極めて高く、経済効果と災害対応効果がある

・総事業費約 49 億円に対し、防衛省補助として 70％（約 34 億円）、特別交付税 15％（約７億円）　

　という財源があるため、町の財政的負担が大きく軽減される

・13 年の工事期間で町が負担する約 8 億円 (1 年あたり平均約 6,000 万円 ) の財政費用は、他の重要

　な事業に影響を与えるものではない
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　町では、平成 25年度から平成 28年度にかけて、国土交通省や宮崎県などで構成される「高鍋地区道路検討会・

ワーキング（勉強会）」において、竹鳩橋の架け替えを検討していました。しかし、国土交通省の補助事業では

町の財政的負担が大きいと判断され、当時は見送られることとなりました。

　今回の竹鳩橋架け替え事業においては、事業費の 70％（約 34 億円）に防衛省の補助金を活用する予定です。

この補助事業は、飛行場等の周辺地域において、道路が狭いなどの理由で航空機事故等が発生した場合の住民の

避難や消防活動の円滑化を図るための施設整備をする自治体に対して助成されるものです。さらに、事業費の

15％（約７億円）には国の特別交付税が措置されることも見込まれています。

　町では、令和元年度から町道茂広毛平付・高岡線の道路改良事業で活用している防衛省補助について、次の対

象事業として竹鳩橋架け替えを含む町道川田・竹鳩線道路改良事業の予算概算要求書を防衛省に提出しました。

　今回の橋の架け替えのような大型事業を進めるに当たっては、町財政や他の事業への影響に対する心配の声が

あり、実際、町議会では、小中学校の施設改修など他の公共事業が後回しになるのではないかというご質問をお

受けしているところですが、架け替えを進めることを理由に、医療・福祉、教育、生活環境、産業などの各分野

の行政サービスの低下を招かないよう年度間の支出額の平準化を図りつつ、さらなる歳入の確保及び歳出の抑制

に努めてまいります。

　町では、このような考えに立ち、竹鳩橋の架け替え事業をはじめ、真に必要な事業を着実に進めながら、将来

にわたって地域を持続的に発展させていくため、また、今の子どもたちが成長してもこのまちで豊かに暮らし活

躍できる未来を築いていくため、10 年後、20 年後を見据えた政策にしっかりと取り組んでまいりますので、町

民の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

　財政的負担を大幅に軽減できる補助制度を活用できる「今」こそ、長年の懸案であった竹鳩橋の架け替えに着

手する最適の時期と判断しています。この機会を逃せば、将来架け替えを行う際には町の多大な負担が生じるこ

とになります。

竹 鳩 橋 の 未 来 を 考 え る

安定した財政運営に努め他の事業も着実に推進

国の補助制度を活用できる最大のチャンス

▲ 橋梁付近計画平面図（案）

総事業費　約 49億円（事業費の 70％に防衛省の補助金を活用予定。ほか、事業費の 15％に特別交付税措置）

事業期間　13 年

橋梁の延長及び幅員　延長：約 540 メートル、幅員：10.5 メートル（２車線＋片側歩道）

事業の効果（費用便益分析）　2.78（令和５年度実施の算定結果）
※費用便益分析は、道路改良（橋を含む）等の公共事業を行う際に実施する分析方法です。道路整備が行われる場合と、

行われない場合のそれぞれについて、一定期間の便益額（Ｂ）、費用額（Ｃ）を算定し、道路整備に伴う費用の増分と、

便益の増分を比較することにより、分析・評価を行います。費用便益分析は、総便益額を総費用額で除した費用便

益比（Ｂ／Ｃ）で表し、このＢ／Ｃの値が、１以上あれば、一定の費用対効果が得られる事業であるという「客観

的な評価」を行うもので、令和５年度の算定結果である 2.78 は費用対効果が高い事業であることを示しています。

事業計画案
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がん検診の申し込みはイワケン健康づくりセンター☎０９８３－２３－２３２３

がん検診
受けていますか？
「自分はまだ大丈夫！」「自分だけは大丈夫！」
と思っていませんか？

2023 年 部位別がん死亡率

男性 第 1位 肺がん

女性 第 1位 大腸がん

　日本人の２人に１人は、かかるといわれるがんは、死亡原因の第１位。

ただし、早期で見つけることができれば決して怖い病気ではありません。

　町では、検診による早期発見が可能で、治療で死亡率が低下すると科

学的に効果が認められている５つのがん検診を行っています。

　がんは、早期の場合、ほとんど自覚症状がありません。

　対象年齢の方は、それぞれ推奨されている間隔で継続して受診する
ことが重要です。

【がん検診の対象者と種類（推奨受診間隔）】
20歳以上の女性

※子 宮 頸 が ん 検 診 に つ い て は、
年 １ 回 受 診 可 能 で す。ま た、
30・35・40・45・50・55・60
歳の女性は、子宮頸がん検診の
中で HPV（ﾋﾄﾊﾟﾋﾟﾛｰﾏｳｲﾙｽ）検査
を併せて受けることができます。

子宮頸がん検診（２年に１回）

40 歳以上の女性
胃がん検診　（年１回）

大腸がん検診（年１回）

肺がん検診　（年１回）

乳がん検診　（２年に１回）

子宮頸がん検診（２年に１回）

40 歳以上の男性
胃がん検診　（年１回）

大腸がん検診（年１回）

肺がん検診　（年１回）

イワケン健康づくりセンターで受けることができる がん検診※1

○予約可、△残りわずか、 ×予約不可、－実施なし
※１ 定員がある検診項目については、ご希望に添えない場合があります。
※２ 高鍋町国保加入の方は、特定健診（若年健診含む）と一緒に受けることができます。がん検診お申し込みの
　　 際に、合わせてご相談ください。

申し込み〆切
9月30日 (火 )
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豊かな水辺のまちづくりへ

宝くじの助成金で整備されました

　８月、本町が申請した「小丸川下流地区かわまちづくり計画」が、国土交通省の登録を受けました。この制度は、

水辺を活かした地域の賑わい創出を目的に、市町村が作成した計画を同省が登録し、ハード・ソフト両面から

支援を行うものです。

　町では今後、国と連携し、小丸川（かわ）と地域資源（まち）を結び付け、水辺での交流や賑わいのある

空間の創出を目指して取組を進めます。

小丸川下流地区かわまちづくり計画が登録されました

　コミュニティ助成事業は、コミュニティの

健全な発展を図るため、一般財団法人自治

総合センターが宝くじの受託事業収入を財

源として行っています。

　令和７年度は菖蒲池東自治公民館におい

て、備品が整備され、地域コミュニティ活動に活用されています。

【菖蒲池東自治公民館】整備された備品

机、椅子、テレビ、冷蔵庫、クーラー、加湿空気清浄機、グラウンド・

ゴルフセット、掃除機、扇風機、カラオケセットほか

※今後、工事実施のための詳細な設計等を実施することにより、実施内容を変更する場合があります。

下流エリア 上流エリア
　新たな賑わいの場として親水機能を高め、ボー

トやカヌーなどの利用促進を図るとともに、堤防

天端と小丸大橋・高鍋大橋を結ぶ周遊ルートを

整備します。

　国は高水敷整正（大雨時に水が流れる川辺

の土地を整える工事）や親水護岸（階段状の護

岸）の整備を行い、町は芝張りや堤防沿いの桜

の植樹、駐車場整備などを実施する予定です。

　地域住民の活動の場として、小丸河川敷広場

周辺や河跡湖などの利活用における安全性・利

便性の向上を図ります。

　国により河川敷には管理用通路が整備され、

また河跡湖周辺は小丸川の自然や歴史を学び、

体験できる自然体験ゾーンとして、高水敷整正

や管理用通路の整備が計画されています。町は

駐車場整備や芝張りを実施する予定です。



　今大会には、大会三連覇を狙う強豪選手も出場しましたが、𦚰本さんは初出場ながら堂々と挑み、見事打

ち破って栄冠を手にしました。しかも使用したのは、普段の練習で慣れた艇ではなく、大会側が用意した借艇。

条件に左右されない確かな実力を示しました。

　ボートとの出会いは小学５年生のとき。高鍋スポーツクラブの体験教室で水面を滑るスピード感に心を奪

われ、「自分もああやって漕いでみたい」と夢を抱きました。現在は高鍋高校や妻高校のボート部と共に一

ツ瀬川で練習を積み重ねています。指導に当たる高鍋高

校ボート部顧問の柴田先生は「実力がついてきたので大

会に送り出したら全国１位を勝ち取ってくれた。ボート

は漕ぎ続ける苦しさに耐える強い気持ちが求められる競

技。小学生から水に親しんできた強みも大きい。次の大

会でも頑張ってほしい」と期待を寄せています。

　𦚰本さんの次なる目標は「10 月の全国中学校新人競漕

大会、そして来年の全日本中学選手権での優勝」。水面を

切り裂くオールの先には、大きな未来が広がっています。

気になるアノひと
T A K A N A B E  P E O P L E

高鍋の気になるアノ人を不定期紹介するページです

宮崎ローイングクラブ所属　高鍋東中学校２年生　𦚰本　倖成さん
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生徒が講師役となり、 とんとん教室・豚肉食べ比べを行いました！

H
IG

H
 SCH

O
O

L CO
M

M
U

N
ICA

TIO
N

　７月 30 日、高鍋農業高校の生徒 5 名が講師となり、風光るゆ

めの森保育園（宮崎市）の園児を対象に、JA と協働した『とん

とん教室』（豚に関する食育授業）を行いました。

　当日は、生徒手作りのスライドショーを用いながら、日々の

お世話の様子や豚の命の大切さに関する授業を実施。授業後は、

宮崎ブランドポークのバラ肉とロース肉の食べ比べを行い、食

を通して園児たちの豚に関する興味・関心を育みました。講師

を務めた畜産科学科３年生の尾前さんは「中学生向けに講師を

したことがあったが、保育園児向けに命の大切さを教えるのは、はじめてだったので難しかった。全部ひら

がなでスライドショーを作ったり、クイズをしたり工夫して楽しく理解してもらえたと思う。教える側はな

かなか無い機会なので機会があれば次もやってみたい」と楽しそうに感想を述べてくれました。

　７月、茨城県で開かれた第 45 回全日本中学選手権競漕大会。男子シングルスカル部門で優勝し、学生か

ら社会人までを含む全競技部門を通じ、宮崎県勢として初めて全国１位に輝いたのが𦚰本倖成さんです。
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まちの Topics

マチトピ

～ 高 鍋 の さ ま ざ ま な 出 来 事 を ご 紹 介 し ま す ～

　７月９日、町はラグビー元日本代表の菊谷崇さんを「副

業型地域活性化企業人」として委嘱しました。今年度、町

が SDGs 未来都市に選定されたことを受け、次世代育成事

業の一環として、ラグビー精神を活かしたリーダーシップ

研修や体験型授業に取り組みます。

　委嘱を受け、菊谷さんは「ラグビーを通じて子どもたち

が主体的に考えられるような内容を町と共に企画していき

たい」と今後の意気込みを語りました。

元日本代表によるラグビー精神での若者育成

　７月 30 日、東児湯消防組合で高鍋地区少年消防クラブの

発足式が行われました。

　災害が激甚化、頻発化しているなか、防火防災に関する

様々な訓練の体験、講習会やイベント等への参加、火災予

防ポスターの作成等を通じて、子どもの頃から防火防災知

識を身に付けてもらうとともに、学校や家庭、地域におけ

る防火防災意識の高揚、啓発に大きく貢献していきます。

東児湯消防組合に少年消防クラブ発足

　７月 31 日、たかしんホールの高鍋 IT センターで、人気ゲー

ム「マインクラフト」を活用した県内初開催の探究学習ワー

クショップ「ニジクラ」が開催されました。

　参加した小中学生は班ごとに世界遺産を調べ、自ら描い

た設計図を基にゲーム内で世界遺産を建築。古代遺跡の壁

を蔦のブロックで表現するなど、学んだ知識に独自の工夫

を加えながら創造力豊かに取り組む姿が見られました。

マインクラフトで調べて作る探究学習
　８月 21 日、イワケン健康づくりセンターで東小児童クラブ

の調理実習が行われました。農政事務所と連携した取組で、農

家で食育ティーチャーの坂本康子さんが食材を提供し講師を担

当。さらに命の食育として元町長の小澤浩一さんが子どもたち

の前で魚をさばきました。

　子どもたちは地産地消や食の大切さを学びながら夏野菜カ

レーや豆苗サラダ、クッキーを調理し、笑顔で味わいました。

おいしく食べて毎日元気に　食育教室開催

　８月 10 日、高鍋駅交流拠点施設で「かぐちの月市」が

開かれました。通常は毎月第２日曜日の午前中に開催され

ていますが、今回は夏の縁日の雰囲気を楽しんでもらおう

と時間を夜に変更。飲食店の出店をはじめ、生花を封じ込

めた袋を釣る花釣りや、高鍋農業高校の「ラクミ ( 乳酸飲

料 )」を使ったかき氷の販売、ダンスグループによるステー

ジ披露なども行われ、会場は多くの来場者でにぎわいまし

た。

高鍋駅で夜市の雰囲気を楽しんで

　８月 18 日、町内の耕作放棄地を活用した水田で稲刈り体

験が行われました。町の農業委員会が企画し、農地利用促進

の啓発とあわせて、農福連携事業として収穫体験や収穫米の

提供を実施。収穫された新米 360kg は町社会福祉協議会に

寄付され、子ども食堂をはじめ福祉事業で活用されます。

　企画を提案した橋口昌央委員は「多くの人に協力していた

だいた。たくさんの人に喜んで食べてもらえれば」と語りま

した。

耕作放棄地で農福連携　収穫した米を寄付
　7 月 15 日、岩村威志さんから町へ高鍋湿原保全管理のた

めにご寄付をいただきました。

　岩村さんは、高鍋東小学校校長を退職後、高鍋湿原の開

園以前から長きにわたり高鍋湿原の保全活動に御尽力され

た、故 岩村進さんのご子息です。

　町では、今回のご寄付を宮崎県指定の絶滅危惧種が 70

種以上生育・生息している高鍋湿原の保全に活用していき

ます。

自然豊かな高鍋湿原の保全を願って

　８月 20 日と 21 日、柿原政一郎記念高鍋図書館で夏休

み学習支援事業が行われました。町内の高校生ボランティ

アが小学生の夏休み課題を手助けする取組です。

　読書感想文をサポートした高鍋農業高校２年の大津留さ

んは「小学生が書きたいことを引き出すのは難しかったが、

会話を重ねながら教えるのは楽しかった。来年もまた参加

したいです」と笑顔で語りました。

夏休みの宿題を高校生がお手伝い
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▲図書館で開催されるクリ
　スマスコンサートでの読
　み聞かせ。

▲おはなし会では、訪れた
　子どもたちにあわせて絵
　本を選びます。

高鍋町で活動する様々な団体をご紹介！

　高鍋町内外を問わず、読み聞かせに興味のある

方なら、どなたでも歓迎しています。入会をご希

望の方は、代表の平岡さん（☎090-8400-4373）

までお問い合わせください。

読み聞かせを聞きたいときは？

入会したいときは？

　「おはなしふうせん」は、柿原政一郎記念高鍋図書館

を拠点に活動する読み聞かせのボランティア団体です。

毎月第２・第４土曜日には、絵本の読み聞かせや手遊び、

昔話、紙芝居など、親子で楽しめる「おはなし会」を

開催しています。図書館での活動に加え、町内の保育

園や老人ホームへの出張読み聞かせなど、多彩な取組

を続けています。

　読み聞かせの本は子どもの年齢に合わせて選びます。

昔から親しまれてきた定番の絵本はもちろん、子どもに

喜ばれそうな新しい作品も積極的に取り入れています。

ガチャガチャを題材にした絵本では、子どもたちが身振

り手振りで反応してくれるなど、会場はいつも笑顔であ

ふれています。

　代表の平岡ミツ子さんは活動について、「絵本を読み

聞かせしていると、子どもたちは全身を使って楽しんでく

れる。その笑顔がやりがいそのもの。いつも元気をも

らっています」と語ります。

　皆さんも読み聞かせのひとときを通じて、心温まる

時間を体験してみませんか。

　毎月第２・第４土曜日午前 10 時半から柿原政

一郎記念高鍋図書館でおはなし会を開催していま

す（参加無料・申込不要）。また、施設等への出張

依頼も受け付けています。詳細は代表の平岡さん

（☎090-8400-4373）までお問い合わせください。

おはなしふうせん

移住コーディネーター
松村さん

　高鍋町が運営する求人情報サイト『高鍋おしごと探検隊』はご存じ

ですか？

　このサイトの特徴は、内容が高鍋町に特化していること！そして、

定型的な求人情報だけでなく、お仕事の様子も一緒に見ることができ

ること！高鍋町でのお仕事探しの際には、『高鍋おしごと探検隊』をぜ

ひご活用くださいね。

　また、事業者様からの求人掲載のお申し込みも随時受け付けていま

す。費用は一切かかりませんので、お気軽にお問い合わせくださいね！

高鍋おしごと探検隊はこちら▶
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